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トピックス 

ベトナム技術者が語る建設分野での 

外国人活用の現況と課題 
 

CNCP サポーター企画コアメンバー会議・南房総 CCRC 研究会委員 

特定非営利活動法人建設技術監査センター代表理事 

成岡 茂 

 

去る 7 月 10 日午後港区南麻布の㈱SS 会議室で実際に来日して活躍している若手外国人に登場

いただきどんな課題と成果があるのか聞いた。テーマは『たくましいい外国人材の活躍を見る「若手

外国人の活躍を語る懇談会」～外国人の活躍が日本を変える、地域を変える～』ということで、今年

の 4 月に「改正入国管理法」が施行され今日的話題として報告したい 

１．講演「外国人材を取り巻く環境」 

鶴野祐二氏（行政書士法人シンシアインター

ナショナル代表取締役） 

在留外国人は昭和 60 年の 85 万人から平成

29 年では 256 万と劇的に増加している。人口

の 2％だ。ただ欧米での外国人は人口の 10％～

15％と言われている。在留外国人の国籍は、そ

の数でみると中国、韓国、ベトナム、フィリピン、

ブラジルの順となっている。平成 30 年に入管

法が改正され「入国管理局」が「出入国在留管理

庁」に格上げされた。また、新たな在留資格とし

て「特定技能」が創設され特定の産業 14 分野

で人手不足に対応するため外国人労働者に門戸

を開いた。外国人を採用しようとする会社は「適

切な在留資格」を保有する外国人を雇用し「適切

な活動をさせる」ことが非常に重要となる。特定

技能の受け入れ見込み数は、介護 8 万人、外食

業 5 万 3 千人、建設業 4 万人などとなってい

る。 

２．パネルディスカッション 

「日本での生活～教えて欲しい日本のこと」

と題してベトナムの若手技術者が登壇した。 

25 歳のファン・バン・フックさんは、ホーチ

ミン市建設短期大学で建設工学を学び卒業後 8

か月の研修を経て2016年に来日し宮崎のアー

ス建設コンサルタント㈱に勤務している。測量

機器の操作や CAD も行う。在留資格は技術・

人文知識・国際業務だ。 

23 歳のファン・ゴック・アンさんは、フック

さんと同じ大学で建設工学を学び女性で初めて

2018 年に来日

し宮崎の旭建設

㈱に勤務してい

る。施工管理を担

当し来日 1 年足

らずで担当技術

者を務めている。

在留資格はフッ

クさんと同じだ。

31 歳のチャン・

ホン・キエンさん

は、ホーチミン市技術師範大学で機械製造を学

びベトナムで半年間日本語を学び、東京都青梅

市の㈱吉本製作所にて機械部品設計に従事し旋

盤を扱える貴重な人材だ。在留資格はフックさ

んやヤンさんと同じだ。彼は結婚していて間も

なく父になる。 

24 歳のブイ・フー・ザンさんは、2015 年に

来日し大阪府寝屋川市の㈱茂広組で 3 年間足場

組立の技能実習を受け、一旦帰国し建設就労者

として再来日し、茂広組で足場組立の仕事をし

ている。玉掛などの資格も取得した。 

４人とも、職場の方々とのさらなるコミュニ

ケーションを求めているが、言葉の壁が大きい

ようだ。ゆくゆくは国に帰るという。会終了後、

「青春を過ごした日本を、第 2 の故郷として大

事にし、頑張れ！」と思わずアドバイスしてしま

った。 

ベトナムの若者たち（右から

フックさん、アンさん、キエ

ンさん、ザンさん） 


